
 
令和７年度 学校評価 吉見小学校パワーアッププラン 

１ 目標・方針 

中期的な学校運営
の目標・方針 

【自律】自分で考えて行動する 【共感】相手の立場に立って考える 【協働】みんなで目的を達成する 

・学校・家庭・地域で情報及びビジョンを共有し、学校運営に参画する。 

・子どもたち一人一人の教育的ニーズを把握し適切な指導と必要な支援を行う。 

・経営方針のもと、教員一人一人の活動を組織的に機能させる。 

本年度の重点目標 

Ⅰ 指導の個別化、学びの個性化を図る。 

Ⅱ 吉見・鴨庄のフィールドを活かして学習する。 

Ⅲ 教職員の資質向上を図る。 

 
２ 自己評価 （達成状況  Ａ:優れている Ｂ:おおむね良好 Ｃ:やや改善 Ｄ:要改善） 
領
域 

観点 評価項目 
達成
状況 

学校の取組状況と改善の方策 

学
校 
運
営 

学校教

育目標

の達成 

自律型の児童

の涵養 
Ａ 

【児童会・学級活動の活性化】 

・代表委員会など児童自治活動に力を入れ、自律の素地づくりを行

った。係や委員会活動を頑張っている児童は 94％である。 

・市島小学校を創造する児童会自治活動を更に推進する。 

教
育
課
程 

学びに

向かう

力の育

成 

言語活動の充

実 
Ａ 

【しんかタイムの効果】 

・教科横断的な取組を推進し、全教員が教科を問わず考えを伝え合

う活動を積極的に実施した。対話により笑顔が増えている。 

分かる授業づ

くり 
Ａ 

【吉見型協働学習の取組】 

・自由進度学習を行いながら、協働的な時間を積極的に取り入れた

学び合い学習を行った。授業がよく分かると答えた児童は93％、

授業づくりを工夫していると答えた教員は 100％である。 

課
題
教
育 

共に生

きる社

会の創

造 

特別支援教育

の推進 
Ｂ 

【児童の相互理解】 

・児童自身が納得しながら過ごせる合理的配慮を進めるとともに、

啓発活動もこまめに行った。お互いの良さを認めあう人間関係づ

くりに取り組んでいると感じている保護者は 95％いる。 

・児童も大人も居心地よく感じ、インクルーシブ教育につながる学

校環境づくりを更に推進していく。 

ふるさと学習

の充実 
Ａ 

【地域との連携・伝統の継承】 

・地域教材と地域人材の活用について、地域との連携を図りながら

計画的に進めることができた。 

・体験活動を通して豊かな心とふるさと愛を育んだ。保護者アンケ

ートでは 97％が地域を愛する心を育てていると答えている。来

年度からは、吉見・鴨庄・美和地域に学ぶ機会を持つ。 

 
３ 学校関係者評価 
「学校運営」子どもたちに自治活動をさせながら自律心を養っている。児童自身が特別活動を頑張っている

と自己評価できていることも素晴らしい。「教育課程」個に応じようとする工夫した授業と、協働的な授業は

子どもたちの語彙力の向上につながっており、ラストコンサートや学年発表等でその成長がうかがえる。 

「課題教育」一人ひとりを配慮した環境づくりに努めている。また、地域教材を活用した機会が多く、どの学

年もふるさとを愛し誇りに思う授業が地域の人とともに進められている。美和地域と統合しても引き継いで

ほしい。【来年度に向けて】子どもの中で自然に新たな市島小学校を創ればよい。自分たちの小学校として地

域住民も受け止められるよう、学校運営協議会でもその形（方法）を考えていく。 

 
４ 次年度の改善の方向性 
 この一年、児童が決める児童のための学校づくりに向けた基礎を培ってきた。次年度はさらに児童の自律

性を尊重し、個のアセスメントに努めながら、児童・教職員が自己有用感の持てる学校運営をめざす。 

また統合の初年度として、吉見・鴨庄・美和地域の自治振興会や地域住民、関係者等との連携を密にし、市

島小学校を創造していく。 

令和８年３月９日        学校名    丹波市立吉見小学校 

                         校長名          谷 川 知 美 

 


